






アジアネット163号　　2025年秋 16���������å	3�y�y�ž�´�ž�É�¿�Ä�������ø17 フレッシュな風 ー 新スタッフ紹介フレッシュな風 ー インターン紹介

　JAFS事務局には、昨年6月から1名と今年5月から1名
の新スタッフが加わっています。スタッフの平均年齢を
下げ、それぞれ前職での経験も生かしながら、JAFSの
活動にフレッシュな風を入れ始めています。
　またインターン学生も増え始めています。従来からの
個人応募の学生さんに加え、NPO法人ドットジェイピ
ーという、インターン希望学生とインターン受入れ団体
（NPO･NGOや国際機関など）を取り持つNPOと出会っ
た今年2月以降、春休み･夏休み期間の各2か月に複数の

インターン学生さんが活動してくださっています。
　今年度は7月から、ドイツの大学院で学ぶ日本人学生
がPR動画編集の活動を開始。8月からはドットジェイピ
ーのインターン学生6名が、9月からは中国ルーツでスペ
イン語もできる学生さんも加わり、11月22日の新規イベ
ント「アジアまるごとフェスタ」の企画を進めているほ
か、学生企画の能登支援ボランティアツアーを9月に実
現しました。JAFSの伝統に新しい風が吹いて起きる変
化に期待してください。

仲
間
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
力
を

　
　
　
　
　
◆
近
畿
大
学
２
年　
丸
尾
悠
月

　

私
は
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
、
仲
間
と
話

し
合
い
を
行
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
力
を
身

に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
力
は
、
私
の
将
来
の
夢
で
あ

る
、
図
書
館
司
書
に

必
要
な
力
な
の
で
、

議
論
す
る
機
会
の
多

い
イ
ン
タ
ー
ン
の
中

で
身
に
つ
け
た
い
と

将
来
は
国
際
協
力
分
野
の
研
究
活
動

   

◆
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
院
２
年 

月
岡
優
斗

　

私
は
、
現
在
ド
イ
ツ
の
大
学
院
で
社
会
学

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
本
イ
ン
タ
ー
ン
を
通

じ
て
、
研
究
だ
け
で
は
学
べ
な
い
実
際
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
の
支
援
活
動
を
経
験
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、

本
団
体
の
交
流
活
動

に
は
積
極
的
に
参
加

し
、
支
援
を
受
け
る

人
々
や
職
員
の
皆
さ

法
曹
に
必
要
な
「
頼
ら
れ
る
存
在
」
目
ざ
す

　
　
　
　
　
◆
近
畿
大
学
１
年　
倉
鋪
智
文

　

法
学
部
１
年
生
で
す
。
活
動
を
開
始
し

て
、
同
じ
イ
ン
タ
ー
ン
生
や
、
ア
ジ
ア
協
会

の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
と
会
話
を
し
な
が
ら

仕
事
を
進
め
、
新
し
い
経
験
も
で
き
、
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
活
動
を
通

し
て
将
来
の
夢
で
あ

る
法
曹
に
必
要
な
要

大
学
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験

　
　
　
　
◆
立
命
館
大
学
１
年　
桑
野
瑞
生

　

私
は
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
ア
イ
デ
ア
力
を

養
い
た
い
と
考
え
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム

で
の
企
画
立
案
や
店
舗
訪
問
、
電
話
対
応
な

ど
、
普
段
の
学
生
生
活
で
は
決
し
て
得
ら
れ

な
い
貴
重
な
経
験
を

積
ん
で
い
ま
す
。
初

め
て
の
挑
戦
ば
か
り

で
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
場
面
も
あ
り
ま

計
画
性･

責
任
感
と
支
え
合
う
大
切
さ

　
　
　
　
　
◆
龍
谷
大
学
２
年　
栗
栖
佳
子

　

イ
ン
タ
ー
ン
活
動
を
通
じ
、
計
画
性
や
責

任
感
を
も
っ
て
行
動
す
る
力
を
身
に
つ
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
自
分
一
人
で
は
得
ら
れ
な
い

学
び
や
達
成
感
が
あ

り
、
支
え
合
う
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
将
来
は
自
分
で

考
え
、
行
動
で
き
る

国
際
的
な
組
織
で
活
躍
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
◆
大
阪
大
学
２
年　
戴
睿

　

私
は
国
際
協
力
や
国
際
的
な
人
権
問
題
に

関
心
が
あ
り
ま
す
。
将
来
は
経
験
や
語
学
力

を
活
か
し
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
組
織
で

働
き
た
い
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
活
動
を
通
し

て
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
の
仕
事
を
体
験

し
、
チ
ー
ム
や
電
話

対
応
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

支
援
活
動
の
意
味
を
学
び
た
い

　
　
　
◆
大
阪
経
済
大
学
１
年　
吉
田
大
河

　

私
は
国
際
協
力
や
地
域
支
援
の
分
野
に
強

い
関
心
を
持
ち
、
今
回
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア

友
の
会
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
実
際
に
現
場
に
関
わ
る
こ
と

で
、
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
や
、
支

援
活
動
の
持
つ
意
味

を
学
び
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
経

関
心
あ
っ
た
災
害
の
現
場
を
経
験

　
　
　
　
　
◆
近
畿
大
学
１
年　
増
田
一
心

　

小
学
生
の
頃
、Y

ouT
ube

で
地
震
の
映

像
を
目
に
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
災
害

へ
の
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
の
度
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
の
能
登
支
援
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
被
災
地
の
様
子
は

テ
レ
ビ
で
し
か
見
た

こ
と
が
な
く
、
初
め

て
現
地
に
足
を
運
び

　

は
じ
め
ま
し
て
。
「
教
育
は
未
来
を
創
る
、

当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
ど
忘
れ
な
い
よ
う

に
」
。
こ
れ
は
、
私
が
前
職
の
小
学
校
教
員
時

代
、
上
司
か
ら
よ
く
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
こ

の
言
葉
を
胸
に
留
め
な
が
ら
自
分
な
り
に
15
年

間
教
員
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
の
経
済
格
差

に
関
す
る
南
北
問
題
の
授
業
を
よ
く
行
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
授
業
を
し
な
が
ら
同
時
に

「
自
分
は
発
展
途
上
国
か
ら
搾
取
す
る
生
き
方

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
「
も
っ
と
自

分
に
出
来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
、

そ
ん
な
疑
念
を
い
つ
も
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
教
員
研

修
で
ペ
ル
ー
共
和
国
に
行
っ
た
こ
と
で
し
た
。

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
生
活
を
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
、
い
か
に
自
分
が
世
界

を
知
ら
ず
に
生
き
て
き
た
か
を
痛
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
国
際
協
力
の
道
へ
と
キ
ャ

リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｓ
で
は
、
教
員
時
代
の
自
分
の
原
点
で
あ
る

「
教
育
は
未
来
を
創
る
」
と
い
う
言
葉
を
胸

に
、
活
動
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「教育は未来を創る」を胸に　　藤澤 幸二郎   2025年5月～

　

地
域
社
会
の
枠
を
越
え
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
の
活
動
に
参
画
で
き
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
で
は
会
員
管
理
を
主
と
し
、
総

務
や
労
務
に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

前
職
は
門
真
市
立
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
に
従
事
し

ま
し
た
。
特
に
労
務
の
視
点
か
ら
、
従
業
員
が

安
心
し
て
継
続
的
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
私

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で

の
実
績
と
し
て
大
阪
市
市
民
活
動
推
進
委
員
会

や
兵
庫
県
「
夢
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
委
員
と
し

て
、
市
民
協
働
や
地
域
政
策
の
推
進
に
関
わ

り
、
多
様
な
組
織
や
個
人
の
橋
渡
し
役
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
加
え
て
『
企
業
と
社
会
』
な
ど

の
書
籍
編
集
を
通
じ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
・
行
政

の
連
携
促
進
も
実
践
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

　

現
場
と
制
度
、
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
中
間

支
援
の
実
践
を
重
ね
、
持
続
可
能
な
市
民
社
会

の
構
築
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
多
様
な
協
働
の
可
能
性
を
模
索
し
つ

つ
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
と
の
出
会
い
を
大
切

に
、
共
に
成
長
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　人と人をつなぐ架け橋になる　　榮 泰隆   2024年6月～

JAFSにフレッシュな風JAFSにフレッシュな風
昨年度と今年度に入った昨年度と今年度に入った

▼▼ 新スタッフ紹介 新スタッフ紹介
◀◀ 7 ～ 11 月に活動する7 ～ 11 月に活動する  

   インターン学生紹介   インターン学生紹介    

ま
の
想
い
に
つ
い
て
深
く
学
び
た
い
で
す
。

将
来
は
こ
の
経
験
を
元
に
、
主
に
国
際
協
力

の
分
野
で
研
究
活
動
な
ど
を
通
じ
て
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
Ｐ
Ｒ
動
画･

イ
ベ
ン
ト
活
動
】

す
が
、
そ
の
度
に
工
夫
を
重
ね
、
挑
戦
を
恐

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
学
び
を
早

い
段
階
で
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
今
後
の
私
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
【
イ
ベ
ン
ト
活
動
】

強
さ
を
持
ち
な
が
ら
も
、
周
囲
に
優
し
さ
を

届
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
将
来
に
繋
げ
る
た
め
、
活
動
を

全
力
で
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の
軸
を
持
っ
て

頑
張
り
た
い
で
す
。
【
イ
ベ
ン
ト
活
動
】

験
は
浅
い
で
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
活
動
に

真
剣
に
取
り
組
み
、
仲
間
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
能
登
支
援
活
動
】

考
え
て
い
ま
す
。
活
動
が
始
ま
っ
て
少
し
た

ち
ま
し
た
が
、
や
は
り
初
め
て
の
こ
と
は
難

し
い
と
感
じ
ま
す
。
で
す
が
今
後
の
活
動
で

慣
れ
て
い
き
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
【
イ
ベ
ン
ト
活
動
】

素
だ
と
考
え
る
、
「
頼
ら
れ
る
存
在
」
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
自

分
か
ら
積
極
的
に
仕
事
を
引
き
受
け
、
た
く

さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
【
イ
ベ
ン
ト
活
動
】

方
を
学
び
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
力
な
ど
を
身

に
つ
け
た
い
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
ス
タ

ッ
フ
の
み
な
さ
ん
は
と
て
も
優
し
く
て
積
極

的
で
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
【
イ
ベ
ン
ト
活
動
】

ま
し
た
。
現
実
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
学

び
を
得
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
決
し
て
無
駄
の
な
い
時
間
に
で
き

る
よ
う
、
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
能
登
支
援
活
動
】
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月 日 地域 行事名 時間 実施場所 参加費 内       容

11
00
月月

10日
（金）
～14
日

（火）

タ
イ

第32回アジア国際ネットワーク
セミナー

10日
（金）
～14日
（火）

バンコク･クリスチャンセンター

5万円（宿
泊部屋によ
り変動しま
す。現地ま
での交通費
を除く）

昨年スリランカで開催のアジア国際ネットワークセミナー
を、今年はAFSタイがホストとなり開催します。セミナーは
3日間。各国チャプタ―からの活動報告はじめ、これからの
AFSの目指すべき方向や具体的な方策について話し合いま
す。
●窓口：事務局 柿島　090-1021-6834

11日
（土）

関
東

JAFS関東　目黒～白金台チャリ
ティーウォークとぞうすいの会

ウォー
ク9:00

～
12:00

ぞうす
いの会
12:00

～
14:00

チャリティーウォーク
目黒駅～白金台～三田（約5km）
国立科学博物館付属自然教育園
東京都庭園美術館（旧朝香宮邸）
港区郷土歴史館（旧公衆衛生院）
に立ち寄ります。
ゴール後は昼食としてぞうすいの会を
開催します。

チャリティー
ウォーク
1000円

ぞうすいの会
1000円

9時 JR目黒駅東口集合
9時30分　国立科学博物館付属自然教育園散策（入園料320
円）
10時30分　東京都庭園美術館（旧朝香宮邸）庭園散策（入
園料200円）
11時30分　港区郷土歴史館（旧公衆衛生院）のゴシック建
築を見学
12時　三田にゴール後、ぞうすいの会
●窓口：JAFS関東活動委員会 川崎　080-2041-0505

14日
（火）

西
区

第427回JAFSぞうすいの会
12:00

～
13:00

肥後橋官報ビル5階JAFS会議室
大阪メトロ四ツ橋線
「肥後橋」駅1-B出口南へすぐ

500円
定員
15名

最近のアジアの現況を、スタッフまたはアジアからの留学生
が報告します。ぞうすいを食べながらアジアへの井戸支援を
行います。 ●窓口：事務局 柿島　06-6444-0587

14日
（火）

備
前
市

第49回アイビー歌声サロン　in
日生

15:00
～

16:30

岡山県備前市日生町日生2219-4
元パール美容室

500円
リクエスト形式でみんなで楽しく歌いましょう
●窓口：鳥居 090-5663-6123

16日
(木）

宝
塚
市

第35回JAFS道楽の会
宝塚・小浜宿ウォーキング

10:;30
～

16;00

10;30　阪急今津線逆瀬川駅改札
口集合

1000円 ●窓口：石原 090-1134-3085

18日
（土）

平
野
区

JAFSなにわ南地区会主催　第
12回ノアノアフェスタ心の講話
シリーズ「ありのままを生きる
力」ほっこりダブル講演会

10:30
～

15:00

〒547-0012大阪市平野区長吉
六反3-1-32　アークショップノ
アノア　（大阪メトロ谷町線長原
駅より徒歩約8分）

２000円
（昼食付）

盲目のカウンセラー「幸せの入口屋」初代当主 西亀 真 氏と
不登校や発達障がいに苦しむお母さんに向けて「おはなし
会」を開催しているNPO法人こずえのつぼみ代表理事 神野
哲 氏によるダブル講演会と対談を開催します。　●窓口：柿
島 090-1021-6834

22日
(水）

生
駒
市

アイビー歌声サロン　in生駒
15:00

～
16:30

生駒市ISTAはばたきリハーサル
室　　　近鉄けいはんな線白庭台
駅または北生駒駅から徒歩10分

700円
腹式呼吸を目指し、出席者からのリクエスト曲をキーボード
生演奏で、皆さんと一緒に歌います。
●窓口：有山加代子　090-8377-5151

24日
（金）

大
阪
市
北
区

JAFSチャリティコンサート
瀬田敦子演奏50周年記念ピアノ
リサイタル　　阪神淡路大震災
後の30年に想いを寄せて

開場
17:00

開演
18:00

～
20:00

あいおいニッセイ同和損保
ザ・フェニックスホール
大阪市北区西天満4-15-10（梅
田新道東南角）　あいおいニッセ
イ同和損保フェニックスタワー内

前売3000円
当日4000円
（ザ・フェ

ニックスホー
ル友の会会員
前売2400円
当日3200

円）

瀬田敦子さんが「アジアの子供たちの未来のために」と、各
地で開催してきたチャリティコンサートは20回を超え、学校
に通えない子どもたちへの支援を続けている。瀬田さんの演
奏活動50周年を記念して贈る、タイ・ベトナム・日本の若手
演奏家とのジョイントコンサート
第一部	<アジアの若手による演奏>
ギター: チンナワット・テムクムクン、ヴァイオリン: カオ・
ホン・リン、ピアノ: 小倉裕貴、ピアノデュオ： 中尾 恵・松
尾美保
第二部	<瀬田敦子による珠玉のピアノ小品集>
●窓口：事務局 柿島　06-6444-0587

26日
（日）

生
駒
市

チャリティ・ライブ＆マルシェ
in生駒

11:30
～

15:30

生駒市北コミュニティセンター
ISTAはばたき小ホール
近鉄けいはんな線白庭台下車徒歩
10分　北生駒駅下車徒歩10分

前売2000円
(500円金券
付き）当日

2500円留学
生・障がい
者・小学生
1000円

（500円の
金券付き）

アジアの多彩な歌・踊りを楽しみながら、美味しい料理をい
ただき、バザールも楽しんでアジアの人たちと楽しく交流し
ましょう。　　●窓口：鳥居 090-5663-6123

26日
（日）

関
東

瀬田敦子演奏生活50周年記念
チャリティコンサート 東京公演

開場
1830

開演
19:00

～
21:00

ミューザ川崎シンフォニーホール
市民交流室（建物４F）
JR川崎駅 中央西口から徒歩3分
京急川崎駅 中央口から徒歩8分
神奈川県川崎市幸区大宮町1310

前売3000円

当日4000円

瀬田敦子さんが「アジアの子供たちの未来のために」と、各
地で開催してきたチャリティコンサートは20回を超え、学校
に通えない子どもたちへの支援を続けている。瀬田さんの演
奏活動50周年を記念して贈る、タイ・ベトナム・日本の若手
演奏家とのジョイントコンサート
第一部	<アジアの才能－音楽の新たな展開>
ギター: チンナワット・テムクムクン、ヴァイオリン: カオ・
ホン・リン、ピアノ: 小倉裕貴、ピアノデュオ： 中尾 恵・松
尾美保
第二部	<瀬田敦子－珠玉のピアノ小品集>
●窓口：JAFS関東活動委員会 川崎 080-2041-0505

2日
(土）

西
区

JAFS国際ネットワーク支援会
14:00

～
16:0０

肥後橋官報ビル5階JAFS会議室
大阪メトロ四ツ橋線
「肥後橋」駅1-B出口南へすぐ

1000円
これまで培ってきたアジア18ヶ国との絆を次世代へつなげる
若者を育て、応援する為の知恵を持ち寄るおしゃべり会で
す。●窓口：大仁 06-6444-0587

11
11
月月

2日
（日）

高
槻
市

JAFS高槻　秋のクラシック
Caféカルテット弦楽四重奏の調
べ

14:00
～

16:00

クロスパル高槻（高槻市立総合市
民交流センター）8階イベント
ホール　　ＪＲ高槻駅南口より徒
歩2分

参加費
会員2000円
未会員2500

円

深まる秋に　秋色の調べ　Caféカルテット　による四重奏を
聴きながら心豊かな時間を共に過ごしませんか。費用の一部
はインドコスモニケタン学園の支援金に充てさせていただき
ます。　●窓口：事務局 柿島　090-1021-6834

3日
（月・
祝）

京
都
市

kokokaオープンデイ2024
活動紹介ブース出展

10:00
～

16:00

kokoka京都市国際交流会館
京都市左京区粟田口鳥居町2－1
一般用駐車場

無料

ボランティア団体等の活動紹介を通して、来場者に社会や世
界とのつながりを感じて、様々な取り組みや活動の場を知っ
てもらうイベントです。万国屋台村やステージ、スパイス
マーケットもあります。JAFSの活動紹介もします。当日お手
伝いいただくボランティア大募集中。

11日
（火）

西
区

第428回JAFSぞうすいの会
12:00

～
13:00

肥後橋官報ビル5階JAFS会議室
大阪メトロ四ツ橋線
「肥後橋」駅1-B出口南へすぐ

500円
定員
15名

最近のアジアの現況を、スタッフまたはアジアからの留学生
が報告します。ぞうすいを食べながらアジアへの井戸支援を
行います。 ●窓口：事務局　柿島　06-6444-0587

20日
(木）

未
定

第36回JAFS道楽の会
ウォーキング

10:30
～

16;00
未定 1000円

ウォーキングに参加することでアジア支援のチャリティ募金
を行います。
●窓口：石原 090-1134-3085

2025年秋

イベントカレンダーイベントカレンダー

天
王
寺
区

アジアまるごとフェスタ（第10回
アジアン・チャリティ・フェスティバ
ル）

11:00
～

17:00

大阪国際交流センター 2階大会議
室さくら（大阪メトロ谷町線・千
日前線　谷町九丁目5番出口より
600m、近鉄　大阪上本町14番
出口より400m）

500円（留
学生・大学生
以下・障がい

者無料)

様々な国々出身の民族が一堂に会し、お互いの文化を体験し
共に理解し合う多文化交流の広場とて開催します。また各国
自慢の食も楽しみ秋の楽しい一日を共に過ごします。
＊現在、実行委員、ボランティア、出演者、出店者を募集中
ですので、お気軽にお問合せください。
●窓口：事務局　柿島･藤澤　06-6444-0587

京
都
市

バザールカフェ  フィエスタ
13:00

～
16:00

京都市上京区岡松町258
tel : 075-411-2379
京都駅・阪急烏丸から地下鉄烏丸
線で「今出川」下車徒歩５分

無料

毎年恒例のバザールフィエスタ、今年も開催！
アジア・中東各国料理、雑貨、音楽…国籍も宗教も年齢も性
別も越えて、みんなでつくるフィエスタです。京都地区会が
出展します。当日ボランティア大募集中！

未定
ブルーオーシャン作戦「日本と
アジアをつなぐビーチクリー
ン」～海のプラごみを減らそう

10:00
～

12:30

二色の浜公園（大阪府貝塚市、予
定）、葛西臨海公園（東京都江戸
川区、予定）、フィリピン・イン
ドネシア（オンライン）

300円
大学生以下

無料

海洋プラスチックごみを減らして、地球と地域をきれいに！
海でつながるアジアの仲間と一緒にビーチクリーン活動しま
せんか。 ●詳細問合せ先：事務局 川本 06-6444-0587

11
22
月月

7日
（土）

平
野
区

JAFSなにわ南地区会主催
第10回ノアノアフェスタ
ノアノアカフェクリスマスパー
ティ

10:00
～

14:00

〒547-0012大阪市平野区長吉
六反3-1-32　アークショップノ
アノア　（大阪メトロ谷町線長原
駅より徒歩約8分）

1500円
（昼食付）
小学生以

下・障がい
者は無料

なにわ南地区の活動拠点であるノアノアカフェで、子どもた
ちも招いて楽しいクリスマスパーティを開催します。共に心
豊かなときを過ごしましょう。
●窓口：JAFSなにわ南　柿島　090-1021-6834

6日
(土）

西
区

JAFS国際ネットワーク支援会
14:00

～
16:0０

肥後橋官報ビル5階JAFS会議室
大阪メトロ四ツ橋線
「肥後橋」駅1-B出口南へすぐ

1000円
これまで培ってきたアジア18ヶ国との絆を次世代へつなげる
若者を育て、応援する為の知恵を持ち寄るおしゃべり会で
す。　●窓口：大仁 06-6444-0587

9日
（火）

西
区

第429回JAFSぞうすいの会
12:00

～
13:00

肥後橋官報ビル5階JAFS会議室
大阪メトロ四ツ橋線
「肥後橋」駅1-B出口南へすぐ

500円
定員
15名

最近のアジアの現況を、スタッフまたはアジアからの留学生
が報告します。ぞうすいを食べながらアジアへの井戸支援を
行います。 ●窓口：事務局 柿島　06-6444-0587

13日
(土）

西
区

第6期JAFSアジア市民大学
實学長最終講義

14:00
～

16:30

肥後橋官報ビル8階会議室
大阪メトロ四ツ橋線
「肥後橋」駅1-B出口南よりすぐ

2000円

アジア市民大学實清隆学長が、この6年間の当大学の活動を振
り返り、依然として紛争が絶えない世界の現実や経済的格差
の拡大、地球規模の環境破壊などの多くの課題を踏まえ、こ
れからの世界の行く末について論じ話し合います。
●窓口：事務局 柿島　090-1021-6834

13日
(土）

西
区

第6期JAFSアジア市民大学
實学長感謝の集い

17:00
～

19:00

北京料理徐園
大阪メトロ四ツ橋線
「肥後橋」駅1-B出口南よりすぐ

5000円
アジア市民大学實清隆学長と共に6年間の学びを振り返り、受
講生の皆様と共に懇親・交流のひとときを過ごします。
●窓口：事務局 柿島　090-1021-6834

13日
(土）

京
都
市

第8回竹中真京都チャリティピア
ノコンサート　～あなたの支援
で子ども達が変わる！～

14:00
～

16:00

日本基督教団京都教会　京都市中
京区富小路通二条下る俵屋町197
京都市営地下鉄「烏丸御池駅」ま
たは「京都市役所前駅」より徒歩
約7分

前売り
2500円

当日
3000円

ジャズピアニスト竹中真氏をお迎えし、チャリティコンサー
トをおこないます。1000曲以上の幅広いレパートリーがあ
り、ジャズスタンダード、ポップス、クラシック、日本や世
界の伝統的な民謡や童謡など、多岐にわたってお楽しみいた
だけます。協力金はフィリピンとスリランカのこどもと女性
支援に充てさせていただきます。

18日
(木）

未
定

第37回JAFS道楽の会
ウォーキング

未定 未定 1000円
ウォーキングに参加することでアジア支援のチャリティ募金
を行います。
●窓口：石原 090-1134-3085

20日
（土）

平
野
区

JAFSなにわ南地区会主催
第13回ノアノアフェスタ
クリスマスパーティ

10:30
～

14:00

〒547-0012大阪市平野区長吉
六反3-1-32　アークショップノ
アノア　（大阪メトロ谷町線長原
駅より徒歩約8分）

1500円
（昼食付）
小学生以

下・障がい
者は無料

なにわ南地区の活動拠点であるノアノアカフェで、子どもた
ちも招いて楽しいクリスマスパーティを開催します。共に心
豊かなときを過ごしましょう。
●窓口：JAFSなにわ南　柿島　090-1021-6834

11
月月

10日
(土）

西
区

第7期JAFSアジア市民大学
第1回ベトナムとシンガポールか
ら見たアセアンと日本の未来

14:00
～

16:30

肥後橋官報ビル8階会議室
大阪メトロ四ツ橋線
「肥後橋」駅1-B出口南よりすぐ

一般
2400円

会員
2000円

日越大学・ハノイ国家大学客員教授の桂良太郎氏が、べトナ
ム、シンガポールの社会福祉の状況からアジア型の社会福祉
について話します。また両国の事例から多文化共生とSDGs社
会の実現には何が必要かを考えます。　●窓口：事務局 柿島
090-1021-6834

22日
（土）
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ド
シ
ッ
プ
国
際
基
金

石
神
誠
／
上
野
孝
一
／
岡
田
一
／
岳
山
修
／

川
端
勝
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支

援
会
／
戸
田
恭
子
／
鳥
居
京
子
／
鳥
居
建
十

／
鳥
居
洋
一
／
西
川
京
子
／
根
津
千
枝
子
／

端
無
勝
／
法
花
敏
郎
／
水
ノ
上
成
彰
／
柳
井

一
朗
／
山
下
泰
之
／
山
本
宏
昭
／
吉
田
暢
子

●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
支
援
活
動
寄
付

宮
古
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
災
者
支
援
寄
付

戎
野
博
太
郎

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ネ
パ
ー
ル
大
規
模
洪

水
復
興
支
援

濱
田
美
恵
子

●
ト
ル
コ
地
震
支
援

濱
田
美
恵
子

●
地
球
幸
せ
募
金

小
林
利
子

●
集
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
物
品
寄
贈

乾
聖
陽
／
佐
藤
満
昭
／
渡
邉
瑠
璃
子

　JAFS公式LINEを始めています。
　イベント案内、アジアの活動状況、
国内活動の様子など、タイムリーに情
報をお届けしていきます。右のQRコ
ードから友だち追加してください！

 JAFS公式LINE ～友だち追加お願いします！

新会員紹介･領収報告

●
社
員
会
費

秋
山
賀
子
／
安
達
英
行
／
熱
田
親
憙
／
熱
田

典
子
／
池
田
邦
子
／
池
本
修
／
石
田
雅
昭
／

石
原
基
義
／
伊
東
祥
多
／
上
田
高
久
／
大
石

み
ど
り
／
大
原
映
子
／
岡
本
厚
／
奥
田
順
／

小
野
元
裕
／
柿
島
裕
／
柏
木
道
子
／
川
上
知

子
／
川
﨑
壽
／
川
本
裕
子
／
北
田
嘉
信
／
北

野
光
三
／
北
山
典
彦
／
金
昌
則
／
草
加
節
男

／
桒
村
壽
子
／
古
賀
旭
／
古
賀
範
久
／
金
剛

一
智
／
﨑
野
哲
史
／
櫻
井
紘
哉
／
佐
藤
正
隆

／
佐
藤
道
代
／
實
清
隆
／
清
水
茂
實
／
下
山

浩
二
／
末
広
真
樹
子
／
髙
垣
靖
／
田
島
高
広

／
田
中
壽
美
子
／
田
中
政
直
／
谷
岡
康
男
／

谷
和
弘
満
／
玉
城
博
和
／
辻
知
久
／
土
屋
菊

男
／
藤
間
孝
子
／
藤
間
剛
／
中
井
淳
夫
／
中

須
賀
敬
子
／
中
村
日
游
／
西
田
貞
之
／
橋
本

隆
／
東
幹
男
／
平
瀬
勢
丈
／
平
山
隆
史
／
福

岡
好
嗣
／
福
川
粛
／
藤
原
正
昭
／
藤
原
道
子

／
船
戸
康
夫
／
本
間
一
将
／
松
本
督･

保
恵

／
南
野
紀
美
子
／
宮
川
眞
一
／
宮
野
谷
篤
／

宮
本
照
佳
／
三
渡
眞
由
美
／
村
上
和
範
／
村

上
公
彦
／
毛
利
吉
男
／
森
脇
寛
／
安
田
信
人

／
柳
井
一
朗
／
山
﨑
道
治
／
山
﨑
桃
／
山
﨑

桃
／
山
下
泰
之
／
山
田
和
広
／
山
田
穂
積
／

横
井
怜
子
／
横
山
浩
平
／
芳
野
徳
洋
／
米
田

徳
子
／
若
元
裕
美
／
若
元
良
嗣
／
渡
辺
治
彦

●
維
持
会
費

赤
野
孝
一
／
安
達
淳
子
／
熱
田
昭
子
／
熱
田

貴
子
／
天
野
さ
や
か
／
天
野
澄
子
／
天
野
日

出
男
／
荒
川
雄
毅
／
池
田
一
義
／
石
黒
大
圓

／
石
原
京
子
／
板
谷
静
夫･

博
子
／
一
瀬
由

起
子
／
伊
津
野
修
／
井
上
順
子
／
今
井
利
子

／
今
井
康
郎
／
岩
城
良
子
／
岩
田
史
子
／
魚

森
清
恵
／
大
木
洋
子
／
大
島
一
晃
／
大
須
賀

丕
出
子
／
大
槻
昌
寛
／
大
平
英
明･

さ
ゆ
り･

こ
は
る･

ほ
の
か
／
大
山
愛
子
／
岡
野
き
ぬ

子
／
沖
田
耕
一
／
置
田
善
三
／
置
田
義
男
／

小
田
辺
朋
子
／
越
智
翼
／
風
早
正
夫
／
片
山

和
子
／
片
山
直
也
／
金
子
澄
子
／
釜
下
金
郎

／
上
岡
忠
人
／
加
茂
清
次
／
川
上
徹
／
川
上

知
輝
／
川
﨑
な
お
み
／
川
副
竹
善
／
菊
池
哲

也
／
北
口
正
敏
／
北
田
雅
人
／
吉
相
幸
枝
／

木
野
由
弘
／
木
原
み
き
／
木
村
泰
彦
／
桐
間

郁
子
／
日
下
千
代
子
／
熊
本
千
恵
子
／
河
野

直
子
／
近
藤
奈
穂
子
／
小
倉
正
和
／
小
谷
の

り
子
／
小
林
眞
澄
／
小
松
一
子
／
小
森
茂
之

／
雑
賀
明
美
／
坂
上
や
よ
ひ
／
坂
本
美
津
子

／
佐
藤
正
明･

濶
子
／
佐
藤
眞
子
／
佐
野
真

佐
子
／
澤
田
安
子
／
塩
谷
真
人
／
四
國
う
ど

新
入
会
員
ご
紹
介

ご
入
会
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

２
０
２
５
年
６
月
１
日
〜
８
月
31
日

会
費
納
入
者
︑寄
付・物
品
協
力
者

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
敬
称
略
・
50
音
順
）　

２
０
２
５
年
６
月
１
日
〜
８
月
31
日

な
お
夏
季
・
冬
季
募
金
へ
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
年
後
の
夏
季
・
冬
季
に
別
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
賛
助
会
員

坪
内
弘
樹

ん
讃
岐
路
／
篠
塚
達
朗
／
芝
﨑
末
廣
／
澁
谷

香
織
／
下
野
博
／
正
法
地
浩
／
正
法
地
真
理

子
／
須
賀
浩
／
菅
原
直
樹
／
杉
江
久
男
／
杉

原
貴
／
鈴
木
浩
／
瀬
川
真
平
／
関
口
淳
／
関

谷
康
子
／
曽
和
明
／
大
仁
孝
太
郎
／
平
善
行

／
高
橋
町
子
／
高
畑
政
登
／
竹
田
陽
子
／
竹

中
有
香
子
／
武
生
伸
子
／
巽
正
憲
／
立
石
小

夜
子
／
田
中
和
枝
／
田
中
和
子
／
田
中
守
／

谷
口
昌
嘉
／
谷
丸
八
郎
／
種
村
政
宏
／
丹
治

純
子
／
辻
賢
二
／
辻
知
久
／
辻
正
浩
／
坪
田

由
紀
子
／
出
野
聡
司
／
遠
田
智
代
／
徳
永
正

和
／
長
江
佐
和
／
中
江
優
子
／
中
尾
巧
／
中

岡
末
子
／
中
路
信
子
／
中
島
就
子
／
中
島
裕

子
／
中
谷
華
菜
／
中
谷
誠
／
中
西
伸
子
／
長

野
清
文
／
中
橋
政
美
／
中
南
有
加
里
／
中
村

真
司
／
並
川
昌
子
／
西
優
子
／
西
川
龍
夫
／

西
田
恭
子
／
西
林
昌
樹
／
西
村
秀
明
／
西
本

悦
子
／
西
山
あ
か
り
／
橋
本
喜
代
子
／
橋
本

喜
代
美
／
長
谷
川
雅
子
／
秦
道
代
／
濵
﨑
佳

尚
／
林
千
夏
／
原
田
和
幸
／
日
阪
栄
子
／
久

冨
雅
之
／
久
光
定
雄
／
日
野
恵
美
子
／
日
野

眞
澄
／
廣
敦
子
／
深
井
泰
樹
／
深
田
陽
一
／

深
谷
春
男
／
藤
井
り
か
／
藤
田
百
合
子
／
藤

原
龍
雄
／
古
田
万
紀
子
／
堀
口
賢
司
／
本
田

伸
一
／
本
多
操
／
前
澤
良
子
／
前
野
芳
子
／

真
下
浩
一
／
増
田
愛
子
／
桝
田
実
／
松
井
寿

之
／
松
村
祐
介
／
マ
ッ
ラ
ラ
ジ
ャ
ン
マ
ン

／
三
木
信
子
／
三
木
裕
則
／
三
國
谷
勝
寛
／

三
雲
孝
／
水
野
礼
子
／
溝
尾
敬
子
／
光
畑
麻

美
／
南
出
道
子
／
三
宅
律
子
／
宮
野
慧
子
／

虫
明
桂
子
／
武
藤
由
美
子
／
宗
石
和
久
／
村

田
恭
仁
子
／
毛
利
仁
智
厚
／
森
わ
か
子
／

森
村
文
則
／
森
本
宥
紹
／
森
山
尚
子
／
森

山
涼
子
／
八
尾
眞
弓
／
八
木
正
人
／Yakop 

Sriw
icahyo

／
八
頭
司
和
子
／
山
内
幸
太
／

山
口
幸
子
／
山
口
文
枝
／
山
崎
晶
子
／
山
下

登
世
子
／
山
部
檀
／
山
本
哲
司
／
湯
浅
禎
也

／
横
手
美
知
代
／
吉
岡
照
仁
／
吉
田
伊
吹
／

和
田
早
苗
／
和
田
秀
一
／
和
田
達
生

●
賛
助
会
費

赤
嶋
崇
／
天
津
貴
志
／
粟
野
ア
ツ
子
／
安
藤

理
恵
／
飯
田
有
子
／
板
原
操
／
市
來
伴
子
／

一
色
由
子
／
伊
藤
雅
子
／
稲
垣
章
子
／
井
上

修
二･

晶
子
／
井
上
知
紀
／
今
宿
有
利
子
／

岩
切
康
宏
／
岩
崎
裕
保
／
岩
下
将
人
／
上
野

泰
子
／
植
村
史
子
／
宇
田
義
徳
／
内
田
正
宏

／
内
野
清
子
／
漆
原
嘉
孝
／
戎
野
博
太
郎
／

江
本
康
子
／
延
増
保
宣
／
大
門
吉
俊
／
大
島

裕
子
／
大
林
昌
子
／
岡
部
雅
子
／
小
川
雄
也

／
荻
原
万
紀
子
／
沖
本
然
生
／
籠
谷
啓
史
／

鍛
治
良
祐
／
粕
谷
香
代
子
／
勝
成
忠
／
加
藤

浩
輔
／
金
本
秀
紀
／
鎌
田
勝
江
／
河
合
典
子

／
川
瀬
真
知
／
北
川
久
躬
子
／
北
崎
忠
良
／

木
原
輝
子
／
久
保
佑
治
／
近
藤
利
則
／
栗
山

聡
子
／
小
泉
和
／
輿
水
飛
鳥
／
小
林
理
恵
／

駒
井
隆
／
小
美
野
広
行
／
昆
文
彦
／
権
藤
恒

安
／
斉
藤
修
一
／
斉
藤
理
美
／
坂
手
悦
子
／

佐
藤
雅
美
／
佐
野
光
彦
／
渋
江
理
香
／
清
水

直
子
／
清
水
利
香
／
庄
司
野
宇
三
郎
／
新
谷

百
代
／
新
羅
和
子
／
杉
本
明
子
／
瀬
田
敦
子

／
高
澤
美
貴
／
高
瀬
規
佐
江
／
高
橋
温
子
／

高
浜
久
栄
／
竹
村
亨
子
／
田
中
恭
子
／
谷
奥

恵
／
長
知
子
／
辻
知
久
／
辻
本
英
作
／
都
筑

信
美
／
寺
田
真
理
子
／
殿
本
明
子
／
外
山
和

美
／
永
井
博
記
／
中
川
佳
子
／
中
島
慎
介
／

永
菅
裕
一
／
永
谷
恵
子
／
中
谷
太
一
／
中
西

貴
子
／
中
西
美
代
／
中
西
佑
介
／
長
浜
真
美

／
中
村
弓
絵
／
楢
崎
し
の
ぶ
／
成
山
邦
子
／

難
波
正
明
／
西
浦
暢
子
／
西
亀
真
／
西
田
愉

子
／
西
山
美
菜
子･

千
晶･

敦
記
／
二
野
英
子

／
根
本
ク
ミ
子･

真
倫
／
野
村
浩
之
／
箱
崎

健
明
／
服
部
健
史
／
服
部
美
代
子
／
濱
田
光

江
／
早
崎
鉄
也
／
林
芙
美
子
／
林
八
重
子
／

原
京
／
春
木
眞
巳
／
飛
田
雄
一
／
平
原
榮
子

／
藤
岡
朋
子
／
藤
田
知
子
／
藤
本
夕
衣
／
麓

忠
司
／
舳
松
志
津
子
／
堀
江
直
／
本
多
隆
久

／
前
田
拓
／
前
田
美
保
子
／
牧
比
呂
美
／
柾

本
俊
晴
／
真
嶋
克
成
／
松
浦
有
理
子
／
松
崎

真
理
／
松
野
光
伸
／
丸
山
育
子
／
三
上
弘
志

／
水
江
美
保
／
溝
上
富
夫
／
三
田
村
英
宗
／

御
手
洗
圭
／
南
光
子
／
箕
浦
明
子
／
三
宅
明

子
／
宮
嶋
淳
／
宗
形
充
弘
／
村
井
昇
／
森
惠

美
子
／
森
正
廣
／
森
岡
幸
子
／
森
原
尚
子
／

八
木
祐
子
／
八
木
原
由
希
子
／
柳
田
芳
孝
／

山
尾
修
／
山
川
清
／
山
口
公
子
／
山
下
玉
英

／
山
田
俊
朗
／
山
野
和
子
／
山
本
正
美
／
横

山
志
津
子
／
吉
田
大
作
／
吉
原
香
保
里
／
義

本
奈
々
／
和
田
達
生
／
渡
辺
豊
子

●
法
人
会
費

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
／
㈱
か

ん
ぽ
う
／
㈱
カ
ス
テ
ロ
／
寝
屋
川
教
会

●
里
親
会
費

石
坂
祐
子
／
一
瀬
由
起
子
／
井
上
修
二･

晶

子
／
今
井
田
尚
久
／
大
水
光
美
／
岡
部
雅
子

／
鹿
島
恵
美
／
鎌
田
勝
江
／
川
岸
幸
恵
／
川

崎
隆
二
／
北
原
祐
司
／
木
村
征
代
／
今
野
裕

章
／
佐
藤
雅
子
／
佐
藤
道
代
／
塩
谷
真
人
／

塩
月
裕
朗
／
下
村
蓮
実
／
白
石
敦
士
／
田
辺

咲
葵
／
西
澤
純
／
西
山
美
菜
子･

千
晶･

敦
記

／
西
優
子
／
野
月
晃
樹
／
林
芙
美
子
／
ピ
グ

マ
リ
オ
ン
学
院
奈
良
教
室
／
久
冨
雅
之
／
檜

原
敏
之
／
平
井
静
／
洋
野
町
国
際
交
流
協
会

／
本
田
伸
一
／
南
貴
子
／
森
惠
美
子
／
山
尾

修
／
山
川
清
／
横
手
美
知
代
／
渡
部
司

●
ジ
ュ
ニ
ア
会
費

林
幸
衣

●
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

天
城
理
伊
／
池
田
一
義
／
大
河
原
貴
／

Kinoshita Juri

／
佐
藤
文
昭
／
杉
崎
仁
志
／

武
市
知
己
／
舘
野
晶
光
／
辻
本
健
二
／
坪
井

弘
樹
／
橋
本
亜
紀
／
伴
香
保
理
／
松
久
敏
彦

／
宮
田
英
一
／
森
美
鶴

●
一
般
寄
付

大
久
保
勝
則･

洋
子
／
兼
松
利
木
雄
／
木
下

良
子
／
櫛
山
暁
／
櫻
井
紘
哉
／
實
清
隆
／
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
つ
な
が
る
募
金
／
田
中
航
／
玉

城
博
和
／
藤
原
正
昭
／
眞
砂
哲
志
／
水
野
敦

子
／
宮
川
眞
一
／
柳
井
一
朗
／
吉
田
佳
代
子

／
渡
辺
治
彦

●
土
と
水
と
緑
の
学
校
支
援
寄
付

赤
嶋
崇
／
足
立
開
紀
／
荒
川
鉄
也
／
荒
川
雄

毅
／
荒
木
迪
夫
／
有
田
稔
／
幾
谷
昌
彦
／
伊

藤
エ
リ
サ
／
井
上
淳
子
／
太
田
宜
子
／
岡
田

経
子
／
置
田
義
男
／
香
川
泰
子
／
金
谷
節
子

･

祐
奈
／
萱
原
俊
哉
／
川
端
勝
／
岸
本
啓
子

●
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

天
城
理
伊

　郵送費高騰の折、会報アジアネットのお届けを、少しずつデータ化していこうと考えています。
まずは紙媒体と同じ内容の会報データを、切り替え可能な方にはメールでお送りし始めます。

　メールアドレスをお持ちで、パソコン･スマホ･タブレットなどでアジアネットを読まれる方は、
下記情報を記載いただき、JAFS事務局（asia@jafs.or.jp）までメールをお送りください。
・タイトル「アジアネットのメール送付希望」
・お名前　
・登録番号（アジアネット送付宛名ラベルの名前の前の番号、登録番号不明の方は代わりに住所）

　1月発行の164号からスタートします。データのアジアネットは、かさばらず、時間の空いた時に
お好きな場所で読んでいただけます。メール送付への移行にご協力ください。
　メール連絡をいただかない方には、これまで通り郵送でお届けします。

 アジアネットのお届け方法についてお願い～メール送付を始めます 
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年
の
歴
史
あ
る
「
土
と
水
と
緑

の
学
校
」
が
今
夏
で
終
了
し

た
。
祖
父
母
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
親
が

リ
ー
ダ
ー
、
孫
が
参
加
者
と
い
う
ご
一

家
も
あ
り
、
3
6
0
0
人
を
超
え
る
卒

業
生
に
夫
々
の
人
生
が
刻
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
（
裕
）

宮
の
山
･
川
･
緑
に
囲
ま
れ
て

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
に
パ

ワ
ー
を
得
た
。
最
終
回
は
寂
し
い
が
皆

の
心
に
い
つ
ま
で
も
残
る
45
年
の
歩
み

を
J
A
F
S
は
築
け
た
実
感
。
42
回
ま

で
の
参
加
者
･
リ
ー
ダ
ー
･
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
･
講
師
全
て
の
方
に
感
謝
（
典
）

ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
の
衝
突
は
停

戦
合
意
さ
れ
た
が
、
緊
張
が
続

き
国
民
に
お
と
す
影
は
深
い
。
国
境
か

ら
遠
く
離
れ
た
村
の
人
々
も
日
々
の
不

安
を
消
せ
ず
に
い
る
。
日
本
も
戦
後
80

年
を
迎
え
、
い
つ
も
以
上
に
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
夏
と
な
っ
た
。
（
佳
）

年
以
上
ぶ
り
の
イ
ン
ド
。
ム
ン

バ
イ
に
は
高
層
ビ
ル
、
服
装
も

西
洋
化
。
へ
き
地
の
村
で
は
変
わ
ら
ぬ

家
や
服
だ
が
ス
マ
ホ
と
T
V
ア
ン
テ
ナ

が
目
に
入
る
。
村
の
家
電
普
及
順
は
電

灯
↓
扇
風
機
↓
T
V
。
冷
蔵
庫
は
あ
っ

て
も
洗
濯
機
は
見
な
か
っ
た
。
（
川
）

夏
は
夢
洲
の
大
阪
万
博
へ
。
半

世
紀
前
に
吹
田
で
開
か
れ
た
万

博
の
時
、
小
生
は
ピ
カ
ピ
カ
の
新
人
記

者
。
諸
先
輩
の
指
示
で
会
場
を
駆
け
回

っ
た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
リ

タ
イ
ア
後
の
今
回
は
家
族
と
出
か
け
、

楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
（
敏
）

環境コラム ほか

　ご自身の大切な財産の一部を、JAFS
への遺贈（非課税）として生前に遺言に
記していただくことにより、ご遺志をア
ジアの未来にお役立ていただけます。
　遺された方が相続された遺産も、アジ
アの今後につながる寄付（非課税）とし
て活かしていただくことができます。

遺贈寄付で遺志をアジアへ

編

集

後

記

今 42新カ25

　
　

海
の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

　フィリピンでのマングローブ植林ワークキャン
プに9月に行きました。10㌻掲載記事にある、ルソ
ン島南端のパグリラン村。海からマングローブ林
の間をボートで縫って進んだ先に現れる静かな漁
村でした。マングローブ林に囲まれていますが、
記事の通り、薪利用などのため伐採が進み、一度
はマングローブが減ったのだそうです。
　マングローブ林のもたらす利点としては、大き
く４つ。①海水に強い丈夫な木材なので建材に適
し、炭にすれば火力が強い燃料となる、②津波･
高波や台風などから沿岸を護る防波堤としての役
割、③水中に網状に張る根が水生生物の隠れ家と
なり、生態系を豊かにする、④陸上の樹木より二
酸化炭素を多く吸収･固定するため、地球温暖化
の抑制効果が大きい、ということが挙げられてい
ます。①を享受するあまり②③④が損なわれ、今
は取り戻そうとする段階ということでしょうか。
　インドネシアのバリ島やスマトラ島アチェ州で
もマングローブ植林活動をしていますが、バリ島
は理由①のほか、エビ養殖場を作るためにマング
ローブが伐採され、再植林が進められています。
　利点②③は目に見えて実感できるため、地元の
人にとっても植林の動機になりやすいですが、④
は地球規模の話で二酸化炭素も目に見えないた
め、頭で理解した理屈を動機にしなければなりま

せん。私も、マングローブは二酸化炭素を多く吸
収･固定するという知識は持っていましたが、な
ぜ？という疑問を抱きつつ放ったらかしのまま今
まで来たので、この機に調べてみました。
　陸上の樹木と同じくマングローブの根元にも、
落葉や枯れた枝･根などの有機物が貯まります
が、海水に浸り酸素に触れない時間が長いため、
陸より有機物が分解されないまま堆積していきま
す。こうしてマングローブの土壌には、光合成に
より二酸化炭素が固定された有機物が、陸上より
たくさん蓄積されるということのようです。
　これを最近では、海で二酸化炭素が固定された
「ブルーカーボン」と呼び、陸の樹木の「グリー
ンカーボン」だけでなく、海の植物の温暖化抑制
効果も大きいことが分かってきています。
　そして今回パグリラン村のマングローブ林で目
に入ったのは、アマモ。浅い海底に生える細長い
葉の種子植物で、比較的水質がきれいで環境が良
好な場所に生育するとともに、アマモ自体も水質
浄化作用に優れ、魚の住処にもなるので、日本で
も各地でアマモ再生に取り組まれています。この
アマモも「ブルーカーボン」。パグリラン村のマ
ングローブ周辺は比較的良好な海洋環境になって
いることを示すとともに、ますます護っていかな
くてはなりません。（JAFSスタッフ  川本 裕子）

入
会･

寄
付
ご
案
内

　

会
員
と
な
っ
て
継
続
的

に
支
援
く
だ
さ
る
こ
と

で
、
安
定
し
た
活
動
計
画

が
で
き
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ．社員会員　　　年額 24,000円
Ｂ．マンスリーサポーター〔維持会員〕
　　　　　　　　　月額１口 1,000円～
Ｃ．里親サポーター〔アジア里親の会〕　
　　　　　　　　　年額１口 30,000円
　　  　　　　　　（月額１口 2,500円）
Ｄ．法人会費 年額１口 50,000円

会費・寄付の振り込み先
三菱UFJ銀行中之島支店 普通1007011 または 楽天銀行リズ
ム支店(209) 普通7006892 【口座名 シャ）アジア協会アジア友の会】

JAFSプラザ

国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
Ｈ
Ｐ
に
載
せ
て
い
ま
す
。

記
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
へ
＝
裏
表
紙
に

ア
ド
レ
ス
、
連
絡
先

ス
リ
ラ
ン
カ
の
現
状
と
課
題
を
学
ぶ

　

７
月
２
日
、
日
本
と
同
じ
ア
ジ
ア

の
国
で
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
今
後
の

支
援
課
題
、
特
に
女
性
た
ち
の
就
労

支
援
を
話
し
合
う
学
習
会
を
京
都
地

区
会
で
開
催
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か

ら
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
国
々
に
つ
い
て

も
っ
と
知
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

は
い
た
も
の
の
、
な
か
な
か
行
動
に

移
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
学
生
が
中
心

に
な
っ
て
企
画
を
練
り
、
現
地
と
同

じ
カ
レ
ー
の
実
食
を
交
え
な
が
ら
知

識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
と
て
も
い

い
機
会
に
恵
ま
し
た
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
カ
レ
ー
を
食
べ
る
こ

と
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
女
性
た
ち
は

日
々
し
っ
か
り
食
事
を
取
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
争
い
や
貧
困
の
中
で

食
に
ア
ク
セ
ス
で
き
て
い
な
い
人
は

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
場
合
、
問

題
の
構
造
は
何
か
と
い
っ
た
こ
と
が

澄んだ歌声でさわやかな夏のひと時
7
月
26
日
、
京
都
地
区
会
主
催
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
、
京
都
市
上
京
区
の
バ
ザ

ー
ル
カ
フ
ェ
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
費
の

一
部
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
リ
ラ
ン
カ
の
子

ど
も
と
女
性
支
援
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

バ
ザ
ー
ル
カ
フ
ェ
は
ヴ
ォ
リ
ー
ズ
建
築

に
よ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
カ
フ
ェ
。

ま
ず
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
カ
レ
ー
」
の
ラ

ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
初
め
て

出
演
を
お
願
い
し
た
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ア
ン
ジ
ェ
ラ
」
さ
ん
は
４
人
の
女
性
グ
ル

ー
プ
。
京
都･

大
阪
を
中
心
に
、
病
院
や

福
祉
施
設
な
ど
で
活
動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
そ
う
で
す
。

　

全
員
シ
ン
プ
ル
な
白
い
ド
レ
ス
で
登

場
。
１
曲
目
は
古
い
讃
美
歌
で
澄
ん
だ
歌

声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
続
い

て
夏
の
歌
の
メ
ド
レ
ー
。
「
野
ば
ら
」
ほ

か
の
小
曲
や
オ
ペ
ラ
の
歌
と
続
き
、
声
量

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
歌
だ
け
で
な
く
、

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
で
の
「
渚
の
ア
デ
リ
ー
ヌ
」

や
リ
チ
ャ
ー
ド
ク
レ
イ
ダ
ー
マ
ン
の
ヒ
ッ

ト
曲
で
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
か
か
る
ほ
ど

の
す
ば
ら
し
さ
。
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
演
奏

も
あ
り
、
や
わ
ら
か
い
チ
ャ
イ
ム
の
音
色

に
う
っ
と
り
し
ま
し
た
。
最
後
は
み
ん
な

で
「
夏
の
思
い
出
」
や
讃
美
歌
を
歌
い
、

参
加
す
る
楽
し
さ
も
味
わ
い
ま
し
た
。

　

４
人
の
歌
声
は
、
夏
の
暑
さ
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
る
、
ま
さ
に
「
地
上
に
舞
い
降

り
た
天
使
（
＝angela

）
」
で
し
た
。

　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員･

京
都
地
区
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
え
り
）

次
々
と
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
で
活
動
さ
れ
る
皆
さ
ん

の
活
動
を
聞
い
て
、
私
も
自
己
実
現

に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
や
社
会
に
還
元

す
る
働
き
と
、
よ
り
良
い
未
来
と
地

球
を
守
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
チ
ラ
シ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中

心
に
広
報
し
た
と
こ
ろ
、
当
日
20
名

近
く
の
学
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
カ

レ
ー
を
食
べ
た
後
に
は
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
こ
と
、
普
段
考
え

て
い
る
こ
と
な
ど
夜
遅
く
ま
で
話
し

合
い
ま
し
た
。
学
生
の
た
め
に
機
会

を
創
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
日
本
基

督
教
団
洛
西
教
会
の
柳
井
一
朗
先
生

に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

（
同
志
社
大
学
３
年
生　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
美
穂
）



▲
め
っ
た
に
見
な
い
日
本
人
が
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
で
村
を
訪
れ
た
。
「
ナ
マ
ス
テ
」
と
挨

拶
す
る
と
、
手
を
振
っ
て
応
え
て
く
れ
た
＝

２
０
２
５
年
８
月
17
日
、
イ
ン
ド
、
マ
ハ
ラ

シ
ュ
ト
ラ
州
ガ
ッ
チ
ロ
リ
県
ム
ス
カ
村

募金にご協力をお願いします
アジアの安全な飲料水がない地域で

貧困に苦しむ人たちを支援する活動に使われます

郵便振替 00960-6-10835　アジア協会アジア友の会

◀
表
紙
の
写
真　

土
と
水
と
緑
の
学
校
の

「
水
の
授
業
」
で
は
、
川
の
中
に
い
る
魚
な

ど
の
水
生
生
物
を
た
く
さ
ん
捕
ま
え
た
=
8

月
9
日
、
和
歌
山
県
新
宮
市
高
田
。
4
~
7

㌻
に
特
集
記
事
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